
　太陽賞を受賞した「Bambrella」
 *日月会賞の対象は3年生の前期課題　

真壁智治氏（左）、相澤韶男氏（右）

フォルマ・フォロ｜武蔵野美術大学建築学科・日月会
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2012年 イベント報告 小倉 康正  Ogura Yasumasa　朝比奈 ゆり  Asahina Yuri

日月会事務局［18期］

ご挨拶 更田 邦彦　Fukeda Kunihiko
日月会会長［16期］

大学時代を振り返って、どんな学生でしたか？
　大学受験では、工学部の建築学科に行くつもりで勉
強していたのですが、男女比1:1という奇跡的な（笑）ム
サビの建築学科を発見して、センター試験が終わってか
ら無理矢理デッサンと立体構成を勉強したんです。でも、
入学後にすごく苦労した。同級生の多くはしっかり勉強
して、なりたい建築家像をなんとなく持っていた。僕は
それにコンプレックスを感じていて、学校に行くのが苦痛
でした。結果、1年生の時は19単位しか取れなかったん
です（笑）。
　そんな調子で3年生が終わろうとしていたとき、源愛日
児先生に泣きついた。「ぶっちゃけ建築の何が面白いのか
さっぱりわからない！教えてくれ！」って（笑）。春休みに
源先生のご自宅に押し掛けて、週2回の個人レッスン。3
年間ずっと抱えていたいろいろな疑問を源先生にぶつけ
ました。源先生のお陰で少しずつ建築の面白さを知るこ
とができ、空白の3年間を取り戻すために大学院に進み
ました。

大学院ではどんなことをしていたのですか？
　高円寺に「カフェアパートメント」という“みんなのリビ
ングルーム”のようなカフェをつくりました。建築学科に
いると他の学科と違って、図面や模型でひたすらシミュ
レーションを繰り返すことに、少しもどかしさを感じてい
たのかもしれません。それから、建築が箱というハードだ
としたら、僕はその中身のソフトに興味があって、でもそ
れって建築の図面や模型だけではどうしても表現できな
い、だからつくるしかなかったって感じですね。
　卒業後もカフェの厨房に立ち続けながら、空間の使わ
れ方の観察や、都市の中での位置づけを考察することが
とても勉強になりました。カフェと同時にやっていたグラ

4月21日｜フォルマ・フォロ セミナー第6回
真壁智治（プロジェクトプランナー）
「ザ カワイイ ヴィジョン～新たな抽象性を求めて」
討議：難波和彦（建築家）松田行正（デザイナー）
たたみかけるダイヤグラムの数々。カワイイの本質をモダンデザイ
ンと対置し解明してゆく手際に圧倒された。カワイイに日本発
の情感をみつつも、それをこれからのデザイン概念として位置づ
ける試みは刺激的だった。

7月7日｜第14回日月会賞の審査と表彰 *
太陽賞：柳川藍子、藩セイエン、
　　　　内山栞、篠田咲和子「Bambrella」
満月賞：若林由理、荒井瑛里香、藤村駿斗「たなぼこ」
三日月賞：深澤理絵子「芸者とおり」
新月賞：石川あかね「表 /裏」
審査員長 /小泉一斉　審査員 /小林祺長、清水達也、向田良文、
千葉万由子、船曳桜子、内海聡、北嶋勇佑

9月8日｜フォルマ・フォロ セミナー第7回
相沢韶男（民俗学徒）「壊さない建築家を目指して」
対談：岩下泰三 （スペースラボ／15期）
大学進学までを過ごした水戸時代から、後にライフワークとな
る会津・大内宿に辿りつくまでの半生。そこに紹介された数々
のエピソードは「相沢韶男」の人物そのものを語っていてどれも
興味深かった。反骨精神と一匹狼的な存在は、水戸藩士の地で
育ったからか、ムサビ建築卒だからだろうか。

10月27日｜日月会シンポジウム第3回
「2014 建築学科創設50周年に向けて」
パネラー：田中陽明［26期］・田熊里子［36期］・飯田彩［37期］
司会：小倉康正［18期］
デザインするってどんなこと？みえてきたのは、人を結ぶネット
ワークづくりもデザインだということ。より広い視野が必要とな
るが、新しい仕事も眠っているらしい。ならばこれに対応した
教育は…。50周年を迎える学科の理念にまで話は及んだ。

本年度も残すところあと1ヶ月となりました。まずは、日
月会主催で行なう4つの恒例行事（セミナー（年2回）、ホー
ム・カミング・デイ＋シンポジウム、日月会建築賞）が、本
年度も盛会のもとに開催できましたことをご報告いたし
ます。加えて、同好会活動としての2つのフォロ（311サ
ポート・フォロ、歴文・フォロ）も開催回数を重ねるなか
で、日月会独自の学びと交流の場として育ちつつありま
す。これらは、ひとえに会員の皆様のご支援の賜物であ
ります。
　とくに「311サポート・フォロ」においては、現地視察の
報告会や復興アイデアの情報共有を中心に活動いたしま
した。しかし、前号で「さまざまな活動を徐々に形にして
いきたい」と私自ら述べながらも、その成果を目に見える
かたちにできず、残念であり自戒するしだいです。
　 今後は復興支援活動に積極的に活動されている本会
員の方々のお話を参考に、日月会独自の輪を広げながら
活動を継続していければと考えています。皆さん、是非と

酒井 博基　Sakai Hiroki
クリエイティブディレクター
1977年和歌山生まれ。2002年武蔵野美術大
学大学院建築コース修了。慶應義塾大学大
学院メディアデザイン研究科博士課程では地
域メディアを研究。企業のブランディングや
プロモーションの実行支援を行なう傍ら、自
ら住む東京の西側で街づくりに取組む。コ
ミュニティFM「東京ウェッサイ」パーソナリ
ティ。首都大学東京非常勤講師。
http://www.re-write.co.jp

フィックのデザインの仕事の方もだんだんと忙しくなり、カ
フェを始めて7年目にデザイン会社を設立しました。

建築のソフトに興味を持ったきっかけは何ですか？
　建築を引いて見ていたこともありますが、「建築家」の
仕事は何かと考えたときに、ハードをつくることだけな
のかと疑問を持ったことがはじまりです。もうひとつの大
きなきっかけは、大学4年生の卒業間際に学生結婚をして、
子どもを持つことになったんです。今考えると、子どもを
育てることを若いうちに経験できたことは、とても良かっ
たと思います。子育てを通じて、建築を生むだけではな
く、育てるフェーズにおいてもかかわれる建築家像のあり
方を模索するようになりました。

ターニングポイントになった仕事は何ですか？
　やっぱりカフェですね。当時建築を育てるプロセスに着
目してカフェというコミュニティスペースをつくるような建
築家はいなかった。どんなプロセスを経たら自分にしかで
きないかたちで建築にたずさわることができるかを考えた
結果、カフェ経営を通じて自分なりにスタンスが少し確立
できたかなと思います。
　その次のターニングポイントは、「東京ウェッサイ」と
いう立川を拠点に置くコミュニティFMラジオでしょうか。
「建築」を建てること以外にできるアプローチで、都市や
地域にかかわることができないかと思って3年前に始めま
した。

どうして「都市」や「街」に興味を持ったのですか？
　きっかけは、子どもですね。僕は地方出身者というこ
ともあり、どうも東京という都市に対して根っこが生え
るようなイメージを持てなかった。でも、うちの子どもは

僕と違って、東京の国分寺に生まれ育ち、彼なりにちゃ
んとその土地に根っこを生やしているんです。以前、運動
会で父兄も参加する「国分寺音頭」があって、その時に
はじめて自分の住む街のコミュニティとの接点を実感す
ることができた。
　これからの少子高齢化社会において、地域コミュニティ
はとても重要になってきます。僕の場合は子どもが地域
とのつなぎ役になってくれた。そういった経験から、僕と
似たような境遇の人でも地域のコミュニティにアクセスで
きるようなメディアが必要だという想いを持つようになり
ました。

ラジオを続けて来て何か成果はありましたか？
　ボランティアで始めたラジオも、毎週放送しているので、
もう300組以上のゲストと話しているんですよね。番組を
通じてなんとなく地域（主に東京の西側）の相関図が出来
てきた。今振り返ってみると、3年かけてつくった地域の
ネットワークこそがこの取組みの一番の成果だと思います。
それが、ルミネ立川の屋上を地域に開放し実施されたイ
ベント「あおぞらガーデン」*であったり、中央線の高架化
（三鷹～立川間）にともない、JR中央ラインモールが地
域と一緒になってこれからのライフスタイルを探り、実践
するきっかけを生み出す「ののわ」プロジェクトへの参加
につながったと思います。　　　　　　　　　* 表紙写真

多岐にわたる酒井さんの仕事に共通するキーワードはあ
りますか？
　やはり「メディア」なのかな。メディアを活用し、かたち
のない公共空間をつくるイメージでしょうか。いまは、個
人で簡単に自分のメディアが持てる時代。個人的なモチ
ベーションから、それぞれに小さな活動を起こしている人
たちが増えている。そういう人たちを束ねて紹介してい
くことや、メディアを通じてみんなを巻き込むようなムー
ブメントをつくることで、大きな力を生むことがある。か
つての公共空間のイメージが、大きな箱で個々の個性を
すっぽりと包み込むものに対して、個々の輪郭が有機的
にくっついたり離れたりその都度姿を変えるのが、僕の持
つ新しい公共空間のイメージです。
　一人ひとりが個性を活かし、社会に対しても自分に対
してもポジティブな想いを持てる、その基盤となるネット
ワークメディアを僕はつくり続けていきたいと思います。

も自ら手を挙げて「311サポート・フォロ」の活動にご参
加ください。震災を過去のものとしない、会員一人ひと
りの思いが、日月会の支援を具体化していく力となるで
しょう。
　それから来年度（2014年）は、建築学科創設50周年を
迎えます。研究室では布施茂氏（本学教授・日月会正会
員17期）を委員長とした実行委員会が立ち上がりました。
その記念大会を前に、会員それぞれが建築学科50年の歴
史を振り返り、今後の展望を考え、発言していくことも
求められるでしょう。
　日月会も新たな局面を迎えるにあたり、4月から新会長
のもとまた新たな展開がスタートします。3月末に開催さ
れる総会は、その門出の日でもあります。皆さんのご参
加をお待ちしています。
　最後に、この4年間、拙なる私をお支えいただいた会員
の皆様に御礼申し上げるとともに、今後とも日月会への
ご支援・ご協力をお願い申し上げご挨拶といたます。

編集：尾内 志帆、雨川 美津季
デザイン：松井 雄一郎＋長尾 周平
印刷：株式会社山田写真製版所
発行：武蔵野美術大学建築学科
同窓会・日月会
http://www.nichigetsukai.com
東京都小平市小川町1-736
武蔵野美術大学建築学科研究室内

編集後記
今号から誌面を全面リニューアルしました。
世の中の状況が大きく様変わりする今。『フ
ォルマ・フォロ』はどんな時でも、社会にま
なざしを向け続け、新たに生まれる「建築」
の姿を追っていきたいと思います。［onai］

表紙写真
ルミネ立川店開業30周年を記念して開催
された「あおぞらガーデン」。「地域とのつな
がり」をテーマに、立川周辺で活躍する人
が中心となってイベントを盛り上げた。イン
タビュー参照。（写真提供＝リライト）

増満 兼太郎
House.代表［33期］

House
を
つくること

増満 兼太郎　Masumitsu Kentaro
造形作家

2000年武蔵野美術大学造形学部建築学科
卒業。2002年アトリエ「House.」で手製靴を
主に手仕事での活動をはじまる。2005年自ら
改装した古屋で展示会ハウスのハウス展を開
催。家具や暮らし周りの道具製作も始める。
現在、革・金属・木・紙・廃材などの素材を用
いて使う道具やオブジェ、版画、映像などを制
作している。
http://www.house-jp.org

「僕がつくりたいのは “生活建築”なのです」と、卒業制作
で『私的領域』と題して靴の実作を並べたのは、もう10
年以上も前になります。その時、僕は、箱の形をしていな
くても住宅（家）を含めたそれより小さいモノコトも建築
だということを伝えたかったのです。今思うと、とても個人
的なことに興味があったのですね。
　 程なくして「House.」というアトリエの名前で、もの
つくりの生活（主に手製靴から）が始まりました。古家を
修理したり、必要な椅子・机やキッチンなどをつくったり、
さらには玩具や版画などにも広がってきました。
　そんな自給自作の中で、「House.」について一つの発
見がありました。
　「生活」を「家」に例えてみると、椅子やテーブルはもち
ろん、服や靴などの実用品は「家具」、モビールや銅版画
など実用を離れても日常を彩るものは「窓」、と言えると
いうことでした。家具は、使うことが楽しくなる道具た
ち、何かのための必需品です。窓には、その時々で景色が
変わり、新しい風が吹いてきます。入口になったり出口に
なったり、掛け替えたりもできる素敵な「窓」です。
　シンプルな家具と風通しの良い窓、それがずっと思い描
いていた僕の「House（家）」のイメージだったのでした。

「暮しが仕事　仕事が暮し」    *
暮らすことと手仕事で賄う「House（家）」づくり。
そうあったら好いと思つつ、日々を過ごしています。

［左］高円寺にある「カフェアパートメント」。酒
井さんの「建築家」としての原点は、カフェの
マスターだった。［右］コミュニティFM「東京
ウェッサイ」（FM84.4）は、毎週土曜日に放送。
酒井さん（左）がパーソナリティを務める。

背景イラスト＝ bocca

*陶芸家河井寛次郎の言葉
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M.T.Visions｜2期｜東京在住
大嶋アトリエ｜17期｜東京在住

エディトリアルデザイナー、神戸芸術
工科大学教員｜9期｜千葉在住

ick design｜44期｜東京在住

アンズスタジオ代表｜28期｜神奈川在住

『外部空間の構成』芦原 義信（彰国社、1962）
『都市のイメージ』ケビン・リンチ［訳］丹下健三＋富田玲子（岩波書店、1968）
『都市への権利』アンリ・ルフェーブル［訳］森本和夫（筑摩書房、1969）
『生きられた家』多木 浩二（田畑書店、1976）
『The Nature of Recreation』リチャード・ワーマン、アラン・レビー、
ジョエル・カッツ（The MIT Press、1972）

『建築の生と死』長谷川 尭（新建築社、1978）
『建築は兵士ではない』鈴木 博之（鹿島出版会、1980）
『明治の東京計画』藤森 照信（岩波書店、1982）

『火山のふもとで』松家 仁之（新潮社、2012）
『定本 柄谷行人集〈4〉ネーションと美学』
（岩波書店、2004）
『建築の解体』磯崎 新（美術出版社、1975）『〈私〉という演算』保坂 和志（新書館、1999）

『さまざまな空間』ジョルジュ・ペレック
塩塚 秀一郎［訳］（水声社、2003）
『意味のメカニズム』荒川 修作＋マドリン・ギンズ
（西武美術館、1988）

『ヴァルター・ベンヤミン著作集〈2〉複製技術時代の芸
術』（晶文社、1970）
『アルゴリズミック・アーキテクチュア』コスタス・
テルジディス、田中 浩也［監訳］（彰国社、2010）建築を学ぶ道筋で、本の存在はとても大きく、深い。私の「建

築」探しの旅も多くの本との出会いの内にあった、と改めて実感
させられる。
　本との邂逅とは実に、不思議で自身の問題意識とも絡み、本
に出会うタイミング、というものもある。
　出会うべくして出会った本。偶然手にした本が運命的に「建
築」探しへと連なってゆくものなど、これらの因縁の本たちを私
はマスト（帆柱）本と呼んでいる。それは建築の海原に浮かぶ帆柱
の様な目印となるもので自分の航行を確認し、「建築」探しへの
ナビゲーション役を担い、絶えず私たちを励ましてもくれる。ム
サ美に入学してまず出会ったのは、『外部空間の構成』、『都市の
イメージ』。この2冊が新しい人間科学としての計画論に至るプ
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として私の心を決定的に捉えた。この2冊から触
発された興味は今でも私の「建築」への根本的な発想力となる
ものだ。
　私たちが建築を学びだした60年代後半は「都市」の時代の真只
中にあった。こうした自覚の基に出会った『都市への権利』、『生
きられた家』。この2冊からは都市や家が持つ多重で多様な意味
の構造をイデオロ
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に読み解くこと
を学び、私の「建築」の大きなバックボーンとなってきたものだ。
　そしてもう1冊マスト本として挙げなければならないものがある。
『The Nature of Recreation』。この本からは建築や都市や環境を
一般人が学習するためのラーニング
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としての建築の実践的
方法を強く学んだ。私はこうしたマスト本、船団の力を借りなが
ら私の「建築」を思索し、行動し、表現してきたのではないか、と
思う。
　最後に、これらのマスト本に牽引されて、現在の私のカワイイ
研究が在ることも附記しておく。『カワイイ・パラダイム・デザイン
研究』、『ザ・カワイイヴィジョン』（2013年3月発売予定）

美しいもの、かけがえのないものが、ある日
突然、白昼堂々、跡形もなく取壊される。建
物なんてそんなもの。古くなったから、用途
が合わなくなったから、経済的に割にあわな
いから除却して新しくするのは「当たり前の
こと」。それが1970年後半、私が建築を学び
始めたころの状況。
　『建築の生と死』は、その当時進行して
いた、建物の取壊と保存をめぐるルポター
ジュ。目の前で進む破壊の現場に身を置き
ながら、建物を保存する意義や理論を、逡
巡しつつ、深く思索を重ね、構築していく
“建築史家”の姿勢に強く心を動かされた。
　1980年代、時あたかもバブルの絶頂期。
破壊の蹂躙に拍車がかかる。絶望的に思
える時代の中で何度も読み返した『建築は
兵士ではない』。なかでも、「建築は兵士で
はない。死んでもすぐに補充され、戦線に
は何も異常なしと片づけられてしまう兵士
ではない。」というアフォリズムは心の支え
だった。
　建築の未来のために、過去の建築を掘り
下げて学ぼうと近代建築史の研究室の門
を叩いたのは1990年。『明治の東京計画』
は、「このまま崩れてしまうのだろうか。暗く
重たげに東京は歩きはじめる。」という文学
的な記述からはじまる、学術的な実証性を
もとに東京を構想した人々の物語。目に見
える“現在”に“歴史”を重ね合わせることで
事象を立体的に把握するという視点を与え
てくれた。

武蔵美入学以前の浪人生時代、毎月購読
していた『美術手帖』に『建築の解体』は
連載されていた。これが建築についての文
章に触れる最初であった。1968年という特
別な年号以降、世界は争乱状態にあり、僕
の眼前でも石や火炎瓶が飛びかった。異議
申し立ては、全文化状況におよび、建築も
例外ではなかった。スーパースタジオ、アー
キズーム、そしてピッヒラー…こうしたラジ
カリストたちを大学で近代建築史を学ぶ以
前に知ったことは現在までの自分に大きく
影響している。それはトラウマのようなもの
で、のちにデザインを担当した建築雑誌の
仕事で、多少は中和することができた。毎
月の新作竣工写真を見続けた結果、世界
は大方、そうした凡庸なものの集積である
ことを思い知ったからだ。
　そして関心は「近代」そのものに向かっ
た。「近代建築」も「近代デザイン」も誤読
や欠落の体系であることを知ったのは、な
により柄谷行人の数々の著作によることが
大きい。ここでは1冊だけ『ネーションと美
学』をあげておく。
　昨年、『新潮』7月号に掲載された『火山
のふもとで』を読んだ。これは日本近代文
学に初めて出現した建築インサイダー小説
であり、連綿と近代文学史を飾る軽井沢小
説の由緒正しい裔でもある。「近代」をめ
ぐって建築はやっと文学と邂逅したといえ
るのだ。

小さな頃、波乗りをするたびに、間近に浮
かぶテトラポッドがとても頼もしく見えた。
海はいつもゆらゆらしていて、何かしらの
寄る辺がないと、いとも簡単に距離の感覚
を失う。とても不安な心持ちになる。
　ものが置かれることによって、そこにある
空間の質が変わることがある。ずんぐりし
た建物がその周りにある路の性質を変えた
り、お気に入りのスケートボードがいつもと
違う路面の肌理を見つけたりだとか。もの
と環境の間にはいろんな作用があって、そ
れは建築だけに限らない。
　ここで紹介する3冊はどれも設計の手引
きにはならないし、むしろ足を引っ張りか
ねない。経済性とか合理性とか、括弧付き
のうつくしさにはどれも余計な本ともいえ
るが、わからなさときちんと向き合うため
にはいい本なんじゃないかと思う。設計だ
とかデザインは、小さな判断や細かい承認
の積み重ねで出来ていて、それらとどのよ
うに距離をとることが出来るのかをいつも
考える。ちょっと油断するとすぐに、わから
なさを置き去りにして完成に向かいたくな
るが、案外そうじゃないところでも何かが伝
わることはあるよね、ということを試行錯誤
していたい。
http://nomazon.net

芸術とデザインの違いは何か？
　絵画や彫刻といったファインアートが、自
らの心との葛藤から生み出された「一点も
の」の作品であるとするならば、不特定多数
の人々のために制作されたデザインを芸術と
呼ぶことはできるだろうか？
　 そんな疑問を学生時代の私に抱かせる
きっかけとなったのが、ヴァルター・ベンヤ
ミンの著書『複製技術時代の芸術』であ
る。ムサビ時代、アートを学ぶ学友たちと
「芸術とは？デザインとは？」と深夜まで熱
い論議を交わしていたことを思い出す。20
世紀、産業革命がもたらした複製技術のパ
ラダイムがデザインの世界に与えた影響は
多大だ。では僕たちの時代、21世紀はどう
だろう。テクノロジーのセカンドインパクトで
ある「情報化の波」。この波がデザインの可
能性を大きく転換しようとしていることに
注目したい。単なる複製ではないデザイン
の新領域。その入門書としてコスタス・テル
ジディス著の『アルゴリズミック・アーキテク
チュア』を手にとってみてほしい。形態や表
層を越え、カタチの背後にある本質を扱う
世界が広がる。まさにベンヤミンの言うと
ころの「失われつつあるアウラ」を持ったデ
ザインの芽を垣間見ることができるだろう。

七田 紹匡　Shichida Zeukyau
自給自足家｜21期｜栃木在住

『風土：人間學的考察』和辻 哲郎（岩波書店、1935）
『自然農法 わら一本の革命』福岡 正信（春秋社、1983）

ボクは百姓である。ここで詳しくは説明し
ないが、百姓とは「時間をデザイン」するこ
とである。「現代」の技術や物流システムの
上に成り立つ現代建築を、ある意味で否定
する生活に行き着いたのは、皮肉にも建築
を学んだからかもしれない。
　『風土：人間學的考察』には、3.11後の建
築や社会のあり方を考える上で基本となる
べき観点が端的に示されていると思う。地
球上のそれぞれの風土に根ざした造形は、
個人の有限の時間と、悠久の時を融合さ
せることの出来た名も無い生活者たちが作
り出して来たものだ。
　『自然農法 わら一本の革命』。これはボ
クが「自然農法による自給自足」という生
き方を始める直接のきっかけとなった1冊
だ。建築とは直接関わりのない書ではある
が、もし「建築の中の有機性」や「持続可能
性」というテーマを追求している人がいる
なら、これは大いなる啓示の書となること
だろう。真摯な建築家であれば「喰って生
きること」の根源を見つめないわけにはい
かない。キーワードは「無」である。
　 みなさんも、風土に根ざした生活者と
なって初めて獲得できる、「時間のデザイ
ン」という地平をかいま見る旅に出てみて
はどうだろう？興味がある方はボクが綴る
ブログ「三依・バ家族通信」を訪れてほしい。
http://sanshichi.cocolog-nifty.com

瀬山 葉子　Seyama Yoko
Freelance Artist & Scenographer｜38期｜
ベルリン在住

『平面 空間 身体』矢作 喜従郎（誠文堂新光社、2000）
『なにもない空間』ピーター・ブルック［訳］高橋 康也
＋喜志 哲雄（晶文社、1971）

私はいま、アーティストとセノグラファーとい
う肩書きで欧州で活動している。制作する
作品は主に空間構成なので、私の中の「建
築」という基盤はどの制作においても、その
土台を支えている。作品の多くは平面であ
る映像を光源として扱い、空間の中で3次
元に置き換えたり、また空間内で身体（体
験者、あるいはパフォーマー）の感覚や動態性
を導くという作業をしている。『平面 空間 
身体』のあとがきで語られる「視触」（視覚に
よって物をまさぐるような感覚）、まさにその
「視触」を体感できる作品を目指している。
　舞台芸術は、圧縮された時間軸のなかで、
最低限の要素のみでその世界観を表現す
ることができる。または主題の抽象性を追
求できるという点で、特に舞踊はパフォー
マーの身体によって空間表現の可能性を広
げてくれる。ピーター・ブルックが「劇場は
疑いなく特別な場所である。それは拡大鏡
のようなものでもあり、縮小鏡のようでも
ある（『なにもない空間』より）」というように、
その時間軸や空間軸のスケールを操作する
ことができるのだ。そして、「何もない」こ
とが最もその無限性を表現できるという前
提が、そこに要素をあえて足すことの意味
の重さ、緊張感を教えてくれる。
http://www.yokoseyama.com
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